
し
た

る
『
王
子
安
集
』
、
こ
れ
は

(
-
）
前
言

羅
振
玉
校
録

『
王
子
安
集
侠
文
』

三
九

日
本
に
将
来
さ
れ
た
漢
籍
の
う
ち
中
国
で
は
す
で
に
散
侠
し
た
も
の
と
し
て
、
『
文
館
詞
林
』
『
遊
仙
窟
』
『
王
勃
集
』
な
ど
を
挙
げ
る

(
1
)
 

こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
 

こ
の
う
ち
、
『
王
勃
集
』
は
そ
の
書
名
が
示
す
と
お
り
、
「
初
盾
四
傑
」
の
一
人
、
王
勃
（
字
は
子
安
。
六
五

O
S六
七
六
）
の
詩
文
集

(
3
)
 

で
あ
る
。
王
勃
の
詩
文
集
は
『
悟
唐
書
』
巻
一
九

0
上
「
王
勃
伝
」
に
「
文
集
一
二
十
巻
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
は
三
十
巻
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
十
巻
本
は
中
国
で
は
す
で
に
散
侠
し
、
現
存
す
る
『
王
勃
集
』
は
、
例
え
ば
、
四
部
叢
刊
に
収
め
ら
れ

[
明
]
崇
禎
十
三
〈
一
六
四

0
〉
年
に
張
愛
が
編
ん
だ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
十
六
巻
、
賦
を
十
一

首
、
詩
を
八
十
三
首
、
表
・
啓
・
書
・
疏
•
序
な
ど
文
を
百
十
一
首
収
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
後
、
『
王
子
安
集
』
に
詳
細
な
注
を
付

[
清
]
蕗
清
靖
『
王
子
安
集
注
』
（
光
緒
九
〈
一
八
八
三
〉
年
）
に
お
い
て
は
、
巻
数
こ
そ
二
十
巻
に
な
る
も
の
の
、
張
嬰
の
『
王

子
安
集
』
に
比
べ
て
も
、
賦
一
首
、
詩
十
首
（
及
び
逸
句
二
首
）
、
文
五
首
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

長

谷

部

に
つ
い
て

剛



④
 

③
 

富
岡
氏
蔵
唐
紗
王
勃
集
歿
巻
（
巻
二
十
九
•
三
十
に
相
当
）

神
田
氏
蔵
「
過
淮
陰
謁
漢
高
祖
廟
祭
文
」

(
5
)
 

ま
ず
②
・
③
・
④
に
つ
い
て
述
べ
る
。
②
は
上
野
有
竹
氏
所
蔵
の
墓
誌
四
首
（
う
ち
一
首
は
題
名
の
み
で
本
文
を
欠
く
）
を
収
め
る
。

④
は
富
岡
桃
華
氏
所
蔵
の
行
状
一
首
、
祭
文
六
首
、
及
び
王
勃
の
作
で
は
な
い
文
五
首
を
収
め
る
。
内
藤
湖
南
博
士
は
、
③
の
神
田
香
巌

氏
所
蔵
の
祭
文
一
首
が
、

そ
の
体
式
・
書
法
が
①
上
野
氏
蔵
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
こ
と
、
④
も
ま
た
②
・
③
と
同
じ
峡
か
ら
出
た
も
の

(
6
)
 

で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
部
の
歿
巻
す
べ
て
が
唐
の
垂
棋
•
永
昌
年
間
（
六
八
五
ー
六
八
九
）
に
紗
写
さ
れ
た
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。

②
上
野
氏
蔵
唐
紗
王
勃
集
残
巻
（
巻
二
十
八
に
相
当
）

①
 

(
4
)
 

日
本
に
は
王
勃
の
没
後
ま
も
な
く
し
て
こ
の
三
十
巻
本
が
将
来
さ
れ
た
。
日
本
で
も
ま
た
こ
の
三
十
巻
本
が
完
本
と
し
て
現
存
す
る
わ

け
で
は
な
い
も
の
の
、
中
国
に
は
存
し
な
い
部
分
が
残
巻
と
し
て
今
に
伝
わ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
『
王
勃
集
』
歿
巻
の
な
か
で
も
正
倉
院

本
『
王
勃
詩
序
集
』
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
が
民
国
期
に
羅
振
玉
の
手
に
よ
っ
て
『
王
子
安
集
侠
文
』
と
し
て
覆
刻
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』

日
本
に
伝
わ
る
『
王
勃
集
』
残
巻
は
以
下
の
四
部
か
ら
な
る
。

（
二
）
『
王
勃
集
』
歿
巻
に
つ
い
て

と
そ
の
後
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
〇



の
に
止
ま
っ
て
い
る
。

巻
十
七
、

ー
．
羅
振
玉

四

さ
て
、
本
稿
で
主
に
取
り
上
げ
る
の
は
①
で
あ
る
。
正
倉
院
に
は
王
勃
の
詩
序
四
十
一
首
が
書
写
さ
れ
る
巻
子
本
が
伝
わ
り
、
『
王
勃

詩
序
集
』
ま
た
は
『
王
勃
集
詩
序
』
と
通
称
さ
れ
る
。
巻
尾
に
は
「
慶
雲
四
年
七
月
廿
六
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
書
写
の
年
代
（
七

0
七）

が
知
ら
れ
る
。
現
在
で
は
昭
和
五
十
八
年
、
平
成
七
年
の
正
倉
院
展
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
）

詩
序
四
十
一
首
の
う
ち
二
十
首
が
、
現
行
の
『
王
子
安
集
』
に
は
見
え
な
い
、

ら
、
明
治
以
降
、
珍
重
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

で
こ
の
巻
子
本
の
全
文
図
版
を
見
る
こ

珍
菫
さ
れ
る
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
な
い
。
王
勃
没
後
わ
ず
か
一
二
十
年
後
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
行
の
『
王
子
安
集
』
よ

り
も
お
よ
そ
一
千
年
以
上
も
前
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
で
王
勃
集
の
原
貌
に
よ
り
近
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
が
で
き
る
。

(
-
―
-
）
『
王
勃
集
』
歿
巻
の
中
国
へ
の
紹
介

中
国
で
最
も
早
い
時
期
に
①
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
の
は
楊
守
敬
で
あ
ろ
う
。
こ
の
正
倉
院
本
は
明
治
期

に
二
回
に
わ
た
っ
て
石
印
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
石
印
本
に
よ
っ
て
楊
氏
は
「
古
紗
王
子
安
文
一
巻
跛
」
を
著
し
て
い
る
（
『
日
本
訪
書
志
』

一
八
九
七
年
）
。
し
か
し
、
楊
氏
は
こ
の
石
印
本
が
正
倉
院
に
由
来
す
る
こ
と
も
知
ら
な
い
な
ど
、

そ
の
紹
介
は
部
分
的
な
も

正
倉
院
本
の
全
貌
を
初
め
て
中
国
に
知
ら
し
め
た
の
は
、
羅
振
玉
で
あ
る
。
羅
氏
は
そ
の
生
涯
で
一
―
一
度
日
本
を
訪
問
・
滞
在
し
て
い
る

が
、
正
倉
院
本
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
二
度
目
の
訪
日
‘
[
清
]
宣
統
元
年
(
-
九

0
九
）
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
正
倉
院
本
入
手
の
経

つ
ま
り
中
国
で
は
す
で
に
散
侠
し
た
文
で
あ
る
こ
と
か



『
王
子
安
集
侠
文
』
を
編
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

の
侠
文
集
を
刊
刻
す
る
こ
と
を
蒋
伯
斧
に
勧
め
る
が
、

緯
を
、
お
も
に
羅
氏
の
「
『
王
子
安
集
侠
文
』
序
」
に
檬
り
つ
つ
以
下
に
記
す
。

一
九

0
九
年
の
羅
氏
の
訪
日
は
、
敦
煙
文
書
発
見
の
報
を
内
藤
湖
南
博
士
な
ど
日
本
の
学
界
に
知
ら
し
め
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い

ひ
さ
し

る
が
、
む
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
羅
氏
は
日
本
将
来
の
古
籍
の
収
集
に
努
め
た
。
東
京
帝
室
博
物
館
兼
内
務
省
嘱
託
の
平
子
尚
（
鐸

嶺
と
号
す
）
氏
か
ら
正
倉
院
本
の
存
在
を
知
り
、
宮
内
省
に
連
絡
し
て
そ
の
影
印
を
企
図
す
る
が
果
た
せ
ぬ
ま
ま
帰
国
す
る
。
帰
国
し
た

羅
氏
の
も
と
に
平
子
氏
か
ら
正
倉
院
本
の
石
印
本
が
届
く
が
、
そ
れ
は
完
本
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
蒋
清
翔
（
『
王
子
安
集

注
』
の
撰
者
）
の
子
、
蒋
伯
斧
に
教
え
、
①
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
を
『
王
子
安
集
注
』
に
附
す
こ
と
を
勧
め
る
。
蒋
伯
斧
も
ま
た

正
倉
院
本
の
完
本
を
得
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
の
後
、
平
子
氏
が
肺
病
で
没
し
、
こ
の
ル
ー
ト
で
の
正
倉
院
本
の
完
本
の
入
手
は
不
可
能

一
九
一

0
年
、
北
京
に
在
っ
た
羅
氏
の
も
と
に
内
藤
湖
南
博
士
が
羅
氏
所
蔵
の
敦
煙
文
書
の
調
査
の
た
め
に
訪
れ
る
。
そ
の
際
、
内
藤

は
羅
氏
に
②
上
野
氏
蔵
王
勃
集
歿
巻
・
③
神
田
氏
蔵
の
祭
文
一
首
の
影
印
本
を
贈
っ
て
い
る
。
羅
氏
は
こ
れ
に
正
倉
院
本
を
併
せ
て
王
勃

一
九
―
一
年
、
す
な
わ
ち
辛
亥
の
年
、
秋
に
蒋
氏
は
病
没
し
、
侠
文
集
刊
刻
の
計

画
は
潰
を
る
。
羅
氏
も
ま
た
辛
亥
革
命
に
よ
り
王
國
維
と
と
も
に
日
本
に
亡
命
す
る
こ
と
と
な
る
。

日
本
亡
命
後
の
羅
氏
は
自
ら
正
倉
院
本
を
影
印
し
よ
う
と
す
る
が
宮
内
省
の
許
可
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
亡
命
七
年
後
の
一
九
一
八
年

秋
、
羅
氏
は
神
田
喜
一
郎
博
士
か
ら
正
倉
院
本
の
完
本
（
石
印
本
か
？
）
を
借
り
る
機
会
を
得
た
。
神
田
博
士
は
、
侠
文
「
過
淮
陰
謁
漢

高
祖
廟
祭
文
」
（
③
）
を
所
蔵
し
て
い
た
神
田
香
巌
氏
の
孫
に
当
た
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
羅
氏
は
、
正
倉
院
本
の
存
在
を
始
め
て
知
っ
て

よ
り
九
年
の
歳
月
を
経
て
、

一
九
一
八
年
〈
戊
午
〉
八
月
正
倉
院
本
に
②
上
野
氏
蔵
王
勃
集
残
巻
・
③
神
田
氏
蔵
の
祭
文
一
首
を
加
え
、

に
な
る
。

四



な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
詳
述
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
羅
振
玉
は
『
王
勃
集
』
残
巻
を
中
国
に
紹
介
す
る
こ
と
に
執
念
を
燃
や
し
、
『
王
子
安
集
侠
文
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
正
倉

院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
が
世
間
に
流
布
す
る
端
緒
を
つ
け
た
人
物
で
あ
る
が
、
内
藤
湖
南
博
士
も
ま
た
、
『
王
勃
集
』
残
巻
の
収
集
・
復

(
8
)
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
②
上
野
氏
蔵
王
勃
集
歿
巻
・
③
神
田
氏
蔵
の
祭
文
一
首
・
④
富
岡
氏
蔵
歿
巻
を
影
印
し
、
さ
ら
に
跛
文
を
草
し
た

(
9
)
 

こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
王
勃
研
究
史
で
は
と
り
わ
け
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
藤
博
士
の
①
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
へ
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が

ま
ず
興
味
深
い
の
は
、
内
藤
博
士
は
、
明
治
三
十
六
〈
一
九

0
三
〉
年
来
日
し
て
い
た
蒋
伯
斧
と
会
面
し
、
父
、
蒋
清
朔
の
撰
に
な
る

元
に
多
く
寄
与
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

2
．
内
藤
湖
南

四

こ
の
一
九
一
八
年
の
『
王
子
安
集
侠
文
』
は
王
勃
の
侠
文
を
収
め
る
だ
け
で
な
く
、
現
行
の
王
勃
の
文
と
①
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』

と
を
校
合
し
、
両
者
の
文
字
の
異
同
を
列
挙
し
た
「
王
子
安
集
校
記
」
を
巻
末
に
附
し
て
い
る
。
な
お
、
羅
氏
は
そ
れ
よ
り
以
前
に
④
富

岡
氏
蔵
膳
紗
王
勃
集
残
巻
を
披
観
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
『
王
子
安
集
侠
文
』
に
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
一
九
年
六
月
、
羅
振
玉
は
長
い
亡
命
生
活
を
終
え
、
中
国
に
帰
国
、
天
津
に
居
を
構
え
る
。
そ
の
二
年
後
の
二
十
一
年
、
④
富
岡

氏
蔵
残
巻
が
『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
景
印
唐
紗
本
』
第
一
集
と
し
て
影
印
さ
れ
、
羅
氏
の
も
と
に
も
郵
送
さ
れ
た
。
羅
氏
が
一
九
一
八

年
の
『
王
子
安
集
侠
文
』
に
こ
れ
を
加
え
、
翌
二
十
二
年
〈
壬
戌
〉
十
月
、
北
京
に
て
『
王
子
安
集
侠
文
一
巻
・
附
録
一
巻
・
校
記
一
巻
』

(
7
)
 

と
し
て
刊
行
し
た
。
以
上
が
、
羅
振
玉
[
校
録
]
『
王
子
安
集
侠
文
』
成
立
の
経
緯
で
あ
る
o



み
な
ら
ぬ
意
欲
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
わ
か
る
。

な
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

(10) 

『
王
子
安
集
注
』
を
贈
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
羅
振
玉
「
『
王
子
安
集
侠
文
』
序
」
を
読
む
か
ぎ
り
、
蒋
清
朔
が
『
王
勃
集
』
残
巻
の

一
九

0
九
年
の
訪
日
よ
り
帰
国
し
た
羅
氏
の
教
示
に
よ
っ
て
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

前
に
蒋
氏
が
内
藤
博
士
と
『
王
勃
集
』
を
め
ぐ
っ
て
関
係
し
て
い
る
以
上
、
蒋
氏
は
『
王
勃
集
』
残
巻
の
存
在
を
羅
氏
で
は
な
く
内
藤
博

士
に
よ
っ
て
知
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、

そ
れ
よ
り

一
九
一

0
年
、
敦
煙
文
書
の
調
査
の
た
め
北
京
を
訪
れ
た
博
士
は
、
②

(11) 

上
野
氏
蔵
王
勃
集
歿
巻
・
③
神
田
氏
蔵
の
祭
文
一
首
の
影
印
本
を
、
羅
氏
だ
け
で
な
く
蒋
氏
に
も
贈
っ
て
い
る
の
で
あ
る

ま
た
、
羅
氏
の
「
『
王
子
安
集
侠
文
』
序
」
に
拠
れ
ば
、
①
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
の
完
本
を
羅
氏
に
提
供
し
た
の
は
神
田
喜
一

郎
博
士
で
あ
っ
て
、
内
藤
博
士
で
は
な
い
か
ら
、
内
藤
博
士
の
正
倉
院
本
と
の
か
か
わ
り
、
ま
た
は
、
羅
振
玉
『
王
子
安
集
侠
文
』
と
の

(12) 

内
藤
博
士
と
正
倉
院
本
に
つ
い
て
は
、
「
正
倉
院
尊
蔵
二
藷
紗
本
に
就
き
て
•
王
勃
集
」
を
題
す
る
文
が
あ
る
。
こ
れ
に
以
下
の
よ
う

但
だ
羅
叔
言
（
引
用
者
注
、
叔
言
は
羅
振
玉
の
字
）

世
に
博
ふ
る
に
足
ら
ず
。
余
も
王
勃
集
に
は
一
重
の
翰
墨
因
縁
あ
れ
ば
、
盛
く
諸
本
を
合
し
、
宋
の
道
誠
注
の
繹
迦
如
束
成
道
記
を

も
合
せ
て
、
校
勘
富
定
し
、
以
て
蒋
清
靖
の
本
に
贋
ぎ
た
し
と
思
へ
ど
、
志
の
み
あ
り
て
、
未
だ
著
手
の
暇
を
得
ざ
る
を
恨
と
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
藤
博
士
は
羅
振
玉
『
王
子
安
集
侠
文
』
に
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
、
博
士
が
王
勃
集
の
校
訂
に
な
み
な

か
か
わ
り
は
、
相
対
的
に
弱
く
感
じ
ら
れ
る
。

存
在
を
知
っ
た
の
は
、

の
校
録
は
其
平
生
の
精
審
に
似
ず
し
て
、
殊
に
訛
脱
多
け
れ
ば
、
信
頼
し
て

四
四



四五

夏
日 詩
仙 賃居
観 名
宴
序

瞭 時 龍
列 厩 集 羅
跛 陸 丹 氏
而

，． 
口 校几

週 録
鞭

贈 時 龍
列 風 集 湖
致 陸 丹 南
而 ‘几’ 紀 讐逍
鞭

た
重
刻
本
で
あ
る
。

は
二
種
類
の
羅
振
玉
『
王
子
安
集
侠
文
』
を
収
め
る
。
す
な
わ
ち
、

で
は
、
内
藤
博
士
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
で
羅
氏
の
校
録
に
対
し
て
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
の
か

ぎ
り
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
な
い
。
ど
の
研
究
者
も
論
じ
て
い
な
い
か
ら
問
題
と
し
て
重
要
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

筆
者
は
、
内
藤
博
士
の
羅
氏
校
録
へ
の
評
価
に
こ
そ
、
『
王
勃
集
』
残
巻
の
持
つ
最
も
本
質
的
な
重
要
性
が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

関
西
大
学
図
書
館
に
は
内
藤
湖
南
博
士
と
そ
の
長
子
、
乾
吉
博
士
の
蔵
書
が
「
内
藤
文
庫
」
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
内
藤
文
庫
に

次
章
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
一
八
年
の
初
刻
本
と
、
二
十
二
年
に
④
富
岡
氏
蔵
歿
巻
を
加
え

内
藤
文
庫
蔵
の
一
九
一
八
年
の
初
刻
本
に
は
内
藤
湖
南
博
士
の
朱
筆
に
よ
る
批
考
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
一
覧
と
し
て
掲
げ
る
。

（
四
）
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
『
王
子
安
集
侠
文
』
に
つ
い
て



詩
序
篇
名

内
藤
博
士
が
書
眉
に
追
記
し
た
も
の
）
。

羅
氏
校
録

湖
南
批
考

さらに、羅振玉の「王子安集校記」にも内藤博士の朱筆による批考がのこされている（羅氏校録が空欄の場合は、

欠~ 秋 衛 張
日 日 大 八
送 ヌ..H. 宅 宅
儲 冶 宴

鳳城 序
宴 北
序 冒

白
下
序

劉~ 景 風 既 暖 葉 鮮 曖 蓋 丑/、 呂一． 

山 極 濤 而 詔 軸 尊 ， 閏臭 無
JI I 誓険 香 暑 籠 璧 斬,c. ヽ

之 而 樹 於 煙 忠 緒 口 於
風 翠 迎 巖

旦
央多 ロ 響

月 霞 睫 肝 雲 應
晩

劉 喜風 既 冒口 誓喫 蓋 口 信
山 ,、百ギ= 而 葉 菌 聞 口 無
JI I 情 陰 沓 唇 軸 候 席 鳳 ヽ

斬ヽLこ‘‘

之 盤 而 樹 ヽ籠 口 於 塁
士/ヒ-, 

儡Eヨ風 翠 迎 煙 早 丹 築忠

日 雪昆こ 哺 肝 巖 雲 應
晩

四
六



秋 上 仲 越 秋 梓
日 巳 氏 州 日 滝
双旦 浮 宅 秋 宴 南
洪 江

喜 日 季 江
府 宴 宴 慮 汎
膝 序 山 士 翡王 亭 宅

贋 序 序

悶

時 以
運 敵
不 雷齊
ヽ

尋
命 之
途 致

虚 焉

ヽ

巻

』
作
其

四七

酌 青 君 巻 瞭 瞭 華 武嘗 巻 猶・ 誓以 匿・ 撒•
尺 貪 雲 子 子 尋 火・ 子,_. → ° 懐 子 冒 輔 以 然
微 泉 之 見・ 本 曲 雲

ヽ

則字 習氏
本 渓 雷旦

有
命 而 志・ 機・ 時 渚・ 而 鋏 作 家 而 山
ヽ

覺 ヽ ヽ
作

ヽ
愛 末 之之 新

ヽ
命 尋

ヽ 林
作 爽 作 巻 大 巻 色 筆 訛園 都 巻 酌 之 巻 披
五 ヽ

望 子 子
ヽ

゜
。、

楊 子
ヽ

致 子

’ 
尺 怠見 本 本 巻 巻 乾 本 巻 焉 本

作 作 作 子 子 品...,_, 作

1 
作 思

:{tir. 

安 崩 本 本 池 由 雑
ヽ

兄兄

排 ゜作 嘗 亭 巻
大 作 夜 府 i 長 宴

ヽ
序 作

又 砂
氏
作



こ
の
よ
う
に
、
こ
の
批
考
は
羅
振
玉
の
①
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
翻
刻
の
誤
り
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
内
藤

博
士
が
羅
氏
の
校
録
に
つ
い
て
「
殊
に
訛
脱
多
」
し
と
指
摘
す
る
理
由
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
こ
と
に
正
倉
院
本

『
王
勃
詩
序
集
』
の
全
篇
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
内
藤
博
士
が
王
勃
集
の
校
勘
お
よ
び
定
本
の
寓
定
に
つ
い
て
「
未
だ
著
手
の
暇
を
得

ざ
る
を
恨
と
す
」
と
自
ら
述
べ
る
こ
と
も
首
肯
で
き
る
。

王
勃
の
詩
文
を
読
む
際
に
最
も
信
頼
さ
れ
最
も
多
く
利
用
さ
れ
る
蒋
清
靖
『
王
子
安
集
注
』
は
、

ら
中
国
古
典
文
学
叢
書
の
一
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
上
海
古
籍
出
版
社
本
は
羅
振
玉
校
録
『
王
子
安
集
侠
文
』
を
附
載
す
る
が
、

羅
氏
の
校
録
に
粗
漏
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
侠
文
に
つ
い
て
言
え
ば
上
海
古
籍
出
版
社
本
も
ま
た
信
頼
す
る
に
足
り
な

上
海
古
籍
出
版
社
本
以
外
に
王
勃
の
侠
文
を
収
め
る
も
の
と
し
て
は
、
以
下
の
三
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。

い
、
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
五
）
『
王
勃
集
』
残
巻
の
問
題
点

一九九五年、上海古籍出版社か

聖 送 越
泉 劫 州
宴 赴 永
序 太 李祖/" i 

貫 明

塁
送
爾

’’ 

埠、E四

齊
州
序

全 送 同巻嘗
唐 励 好之 子謂
文 赴 本連
巻 太 親作璧
百 組子 嘗無
九 序 謂異
十 璧連 之郷
九
載 無別
此 異‘
文 郷之 疏金ヽ

作 別好
酪

‘’ 
華
王 金契
撰 有‘

全 送 好同巻嘗
唐 劫 子謂
文 赴 之本連
巻 太 親作璧
百 悶 堂自 佃ヽヽヽヽ

九 謂異
十

連域 郷之
九

開 無別ヽ
異

文 郷新
ヽ 之金

作 別ヽ 好

り 断金 雙契
撰 有‘

四
八



行
為
で
あ
る
。

翻
字
に
は
相
当
な
困
難
が
伴
う
。

一
九
九

0
年）

3
．
陳
尚
君
[
輯
校
]
『
全
唐
文
補
編
』
巻
十
五
（
中
華
書
局
、
二

O
O五
年
)

こ
れ
ら
三
種
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
①
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
か
ら
翻
字
し
た
も
の
で
、

ス
ト
の
文
字
が
一
致
し
な
い
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
勃
の
侠
文
に
つ
い
て
は
現
在
、
羅
氏
の
校
録
を
含
め
て
四
種

類
の
テ
キ
ス
ト
が
別
々
に
存
在
し
て
お
り
、
相
互
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
原
典
は
正
倉
院
本
一
本
で
あ
る
の
に
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
混
乱
し
た
現
象
が
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(13)

（

14) 

正
倉
院
本
は
行
書
と
草
書
の
交
ぜ
書
き
で
、
書
風
は
歌
陽
詢
の
行
書
体
の
系
統
に
属
す
る
と
言
わ
れ
る
。

易
な
楷
書
で
は
な
く
、
し
か
も
巻
中
所
々
に
則
天
文
字
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
半
に
到
る
と
筆
跡
が
乱
雑
に
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
道
坂
昭
廣
「
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
正
倉
院
蔵
『
王
勃
詩
序
集
』
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
①
正
倉
院
本
に
は
誤
字
・
脱
字
、
さ

ら
に
は
脱
句
さ
え
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
誤
字
・
脱
字
・
脱
句
の
判
断
は
、
翻
字
と
い
う
や
や
機
械
的
な
作
業
を
越
え
た
、
解
釈
を
伴
う

右
に
挙
げ
た
な
か
で
、

2
.
『
正
倉
院
本
王
勃
詩
序
の
研
究
』
は
四
十
一
篇
の
全
文
を
翻
刻
し
、

う
ち
八
篇
に
つ
い
て
は
詳
細
な
訳
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
翻
字
の
結
果
は
内
藤
博
士
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
の
、
全
く
一

致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
同
書
に
は
、
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
『
王
子
安
集
侠
文
』
の
内
藤
博
士
批
考
を
参
照
し
た
形
跡
が
見

2
.
『
正
倉
院
本
王
勃
詩
序
の
研
究
』

I

（
神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究

x
x
x、

1
．
何
林
天
校
注
『
重
訂
新
校
王
子
安
集
』
（
山
西
人
民
出
版
社
、

四
九

一
字
索
引
を
附
す
ば
か
り
か
、

一
九
九
五
年
）

そ
の

つ
ま
り
、
文
字
の
認
識
が
容

そ
の
ゆ
え
に
、
三
種
の
あ
い
だ
で
も
テ
キ



秋
日
送
王
賛
府
兄
弟
赴
任
別
序

秋
日
序

山
家
興
序

ら
れ
ず
、
も
し
参
照
し
て
い
れ
ば
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
の
定
本
と
な
り
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
残
念
で
あ
る
。

正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
に
第
三
十
八
篇
目
に
配
置
さ
れ
る
「
秋
日
登
冶
城
北
棲
望
白
下
序
」
に
お
い
て
、
本
文
第
二
九
ー
三
〇
句

を
『
正
倉
院
本
王
勃
詩
序
の
研
究
』
は
「
灌
葬
積
而
蒼
姻
平
、
風
濤
険
而
翠
霞
晩
」
と
翻
字
す
る
の
に
対
し
て
、
内
藤
博
士
は
「
灌
非
積

而
蒼
姻
平
、
風
濤
陰
而
翠
霞
晩
」
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
に
お
け
る
「
険
」
「
除
」
を
列
挙
し
て
み
る
。

詩
序
篇
名

秋
日
宴
山
庭
序

三
月
上
巳
祓
楔
序

秋
日
送
沈
大
虞
三
入
洛
詩
序

陰 文
字

蒻こ:I t 蔭肩~I -

五
〇



秋
日
登
冶
城
北
棲
望
白
下
序

秋
日
楚
州
祁
司
戸
宅
遇
餞
窟
使
君
序

秋
晩
入
洛
於
畢
公
宅
別
道
王
宴
序

遊
廟
山
序

秋
夜
於
綿
州
輩
官
席
別
膵
昇
華
序

梓
滝
南
江
汎
舟
序

聖
泉
序

上
巳
浮
江
謡
序

隙
か

瞼
か

陰

拿： 食霞信｀戸食店

五



段
階
で
は
孜
を
侯
た
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
を
見
る
と
、
「
秋
日
登
冶
城
北
棲
望
白
下
序
」
の
該
当
字
は
「
陰
」
と
判
読
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
風
濤
陰
」
も
「
風
濤
険
」
も
と
も
に
表
現
と
し
て
竿
見
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
問
題
を
難
し
く
し
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
「
風

濤
陰
」
は
こ
の
王
勃
の
詩
序
に
し
か
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
り
、
「
風
濤
瞼
」
は
唐
代
ま
で
の
詩
文
に
は
見
ら
れ
ず
、
宋
代
に
な
っ
て
始

、
、
、

余
靖
「
過
大
孤
山
」
：
不
顧
風
濤
除
、
半
就
江
魚
葬
（
『
武
揆
集
』
巻
一
）

「
風
濤
険
」
と
お
そ
ら
く
同
義
で
あ
ろ
う
「
風
浪
険
」
も
ま
た
宋
代
の
用
例
を
一
例
の
み
検
索
し
得
た
。

蒋
揺
「
送
部
徳
甫
」
：
葵
畏
洞
庭
風
浪
険
、
主
翁
元
是
清
州
舟
（
『
宋
詩
紀
事
』
巻
三
十
一
）

わ
ず
か
な
が
ら
も
（
後
世
の
）
用
例
が
あ
る
以
上
、
王
勃
の
詩
序
も
「
風
浪
険
」
と
判
読
す
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
こ
の

め
て
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
わ
ず
か
一
例
の
み
検
索
し
得
た
。

一
江
寧
縣
白
下
騨
呉
少
府
見
餞
序

[
険

伶

五



詩
序
は
初
唐
期
、
楊
煽
・
慮
照
郡
、

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。

序
を
読
み
、

で
は
、

五

王
勃
は
「
初
唐
四
傑
」
の
一
人
と
し
て
文
名
を
恣
に
し
な
が
ら
も
、
現
実
に
は
、
詩
「
腺
王
閣
」
「
送
杜
少
府
之
任
蜀
州
」
、
お
よ
び
文(15) 

（
詩
序
）
「
秋
日
登
洪
府
膝
王
閣
餞
別
序
」
が
人
口
に
膳
灸
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
現
存
す
る
作
品
群
に
つ
い
て
の
専
論
も
多
く
は
な
く
、

伝
記
上
の
不
詳
な
箇
所
も
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
大
量
の
詩
序
に
至
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て
い
な
い
に
等
し
い
状
況
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
本
稿
が
羅
振
玉
の
『
王
子
安
集
侠
文
』
を
中
心
と
し
て
、
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
の
研
究
状
況
を
概
観
し
て
き
た
な
か
で

そ
し
て
王
勃
ら
に
よ
っ
て
集
中
的
に
制
作
さ
れ
る
も
の
の
、
「
初
唐
四
傑
」
以
降
、
他
作
の
作
家

な
ぜ
詩
序
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず
王
勃
の
詩

そ
の
文
学
的
表
現
が
詩
歌
と
ど
の
よ
う
な
点
で
共
通
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
相
違
す
る
の
か
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

[
編
]
『
日
本
古
代
史
を
学
ぶ
た
め
の
漢
文
入
門
』
（
吉
川
弘
文
館
）

に
要
領
よ
く
リ
ス

注(
l
)

日
本
に
将
来
さ
れ
た
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
池
田
温

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
簡
便
で
あ
る
。

(
2
)

王
勃
の
伝
記
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
生
没
年
に
つ
い
て
も
諸
説
紛
々
と
し
て
い
る
。
い
ま
こ
こ
で
は
、
植
木
久
行
『
詩
人
た
ち

の
生
と
死
唐
詩
人
伝
叢
考
』
（
研
文
出
版
、
二

0
0五
年
七
月
）
に
よ
る
。

(
3
)

『
菌
唐
書
』
巻
四
十
七
「
経
籍
志
」
下
・
『
新
唐
書
』
巻
四
十
「
語
文
志
」
四
も
「
王
勃
集
三
十
巻
」
と
著
録
す
る
。

た
だ
し
、
楊
爛
「
王
勃
集
序
」
（
『
文
苑
英
華
』
巻
六
九
九
）
に
は
「
二
十
巻
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
内
藤
湖
南
「
上
野
氏
蔵
唐
紗
王

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

明
確
に
確
認
さ
れ
た
。

（
六
）
小
結



勃
集
残
巻
跛
」
お
よ
び
「
富
岡
氏
蔵
唐
紗
王
勃
集
歿
巻
跛
」
（
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
四
巻
所
収
）
は
楊
煽
文
の
訛
誤
と
見
な
し
て
い
る
。

(
4
)

蔵
中
進
「
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
に
つ
い
て
」
は
、
慶
雲
四
年
〈
七

0
七
〉
三
月
に
帰
国
し
た
遣
唐
副
使
一
行
に
よ
っ
て
日
本
に
も

た
ら
さ
れ
た
、
と
推
測
す
る
（
『
正
倉
院
本
王
勃
詩
序
の
研
究
』

I
所
収
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究

x
x
x、
一
九
九
五
年
三
月
）
。

(
5
)
②
•
③
•
④
の
す
ぺ
て
が
、
『
唐
紗
本
』
に
影
印
さ
れ
て
い
る
（
大
阪
市
立
美
術
館
[
編
r

同
朋
舎
出
版
ヽ

L
几
八
二
生
百
パ
）o
な
ぉ
‘

②
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
腿
膳
宏
「
上
野
本
『
王
勃
本
』
の
こ
と
な
ど
」
（
『
日
本
中
國
學
會
便
り
』
二

0
0
四
年
第
一
号
所
収
）
を
参
照
。

(

6

)

[

注]（
3
)
所
掲
の
二
文
を
参
照
。

(
7
)

『
永
豊
郷
人
雑
著
績
編
』
所
収
。
『
羅
雪
堂
先
生
全
集
初
編
』
三
。

(

8

)

[

注
]
（
4
)
所
掲
。

(
9
)

佐
藤
晴
彦
「
王
勃
研
究
小
史
」
参
照
0

[注]（
4
)
所
掲
の
『
正
倉
院
本
王
勃
詩
序
の
研
究
I
』
所
収
。

(
1
0
)
[注]（
3
)
所
掲
の
内
藤
湖
南
「
富
岡
氏
蔵
唐
紗
王
勃
集
歿
巻
跛
」
に
よ
る
。

(

1

1

)

[

注
]
（
10)
に
同
じ
。

(12)

『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
七
巻
所
収
。

(

1

3

)

[

注
]
（
4
)
所
掲
の
蔵
中
進
「
正
倉
院
本
『
王
勃
詩
序
集
』
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。
た
だ
、
『
平
成
七
年
正
倉
院
展
』
（
奈
良
国
立
博
物
館
）

の
解
説
に
は
「
楷
書
に
ま
ま
草
体
を
交
え
た
も
の
」
と
あ
る
。

(14)

土
井
弘
[
著
]
『
原
色
日
本
の
美
術
』
第
四
巻
「
正
倉
院
」
（
小
学
館
ヽ

L
几
六
八
年
+
二
月
）
に
ょ
る
o

(15)

王
勃
研
究
の
状
況
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
別
稿
「
王
勃
研
究
の
現
在
（
仮
題
）
」
を
用
意
し
て
い
る
。

五
四


